
の監査をされて、農林水産業に関心をお持
ちとのことですが、農林水産副大臣になら
れて、どのような課題をお持ちですか。
武村　今回、第一希望で農林水産副大臣
を出しました。なぜなら、いま農業は一番の
転換点にあるからです。法律面で言えば
『食料・農業・農村基本法』の改正が今
国会であります。それから食料安全保障確
保やスマート農業推進に関する法律も出さ
れます。食料・農業・農村基本法は四半
世紀ぶりに初めて改定されるので、この大
事な時期を担いたいと思いました。
　私が基本法にきっちり盛り込まなければ
いけないと考えているのは、「適正な価格で
取引される」という環境整備を行うことで
す。資材価格や飼料価格が急激に上がっ
ているのに、それを生産物の価格に反映
することができていません。これをなんとか
しないと、農業は持たないんじゃないかと思
っています。
　これは農業だけではなく、全ての産業に
言えることですよね。ただ日本が特殊なの
は、30年間デフレだったということです。だ
から30年間、物の値段も上がらないから、
元請けと下請けで価格交渉をしてこなかっ
たのではないかと思うんですね。だから、根
拠を持って価格交渉をする、原価計算もき
っちりやる、そういう癖がついてないのだと

思います。中小企業庁から「価格交渉ハン
ドブック（初級編）」を出していますが、価格
交渉は力関係もあって難しいので、公正な
競争、適正な価格をつけることができる環
境を作っていきたいと思っています。

土井　公認会計士業界に期待することは
何ですか。
武村　この20 年間、日本公認会計士協会
は不正を発見する姿勢を強化するために、
自分たちの能力を上げ、経験値を上げる努
力をしてきたと思います。ただ私が思うの
は、そもそも不正は経営者に責任があるの
ですから、その責任を重くしていかないとあ
まりに不均衡です。経営者が不正をした場
合は、内部統制が無効化しますから、経営
者自身の意識を高めないと実効性は上が
っていきません。アメリカの上場企業のよう
に経営者に宣誓書を書いてもらうことによっ
て、経営者の責任を追及できるようにするこ
とがまず必要だと思います。
　もう一つは「総会前の有報開示」と「開示
の一元化」です。総会前に有報開示をする
ことで、株主総会での議論は実質的なもの
になっていきます。企業は反対するでしょう
が、そろそろ結論を出す時ではないでしょう

か。会社法と金商法の2つの体系があるこ
とで、会社さんにも会計監査人の側にもす
ごく煩雑なことを強いる結果になっていま
す。ちゃんと会社にも経済界にも説明して、
正面から議論して一緒に進めようと結論を
出した方がいいです。
　この二つは、なかなか皆が合意しません
から、日本公認会計士協会としては大変だ
と思います。しかし日本の未来のために、信
頼性や効率性を高めようという制度づくりで
すから、いま皆が合意できないことでもやっ

ていかなくてはいけないと思います。国会
議員の後援会をたくさん作っていただいて
いますが、私はこのためにあるのではない
かと思うんですよ。日本公認会計士協会と
日本公認会計士政治連盟と政治とで、腹を
くくって一緒に進めていきましょう。
手塚　ありがとうございます。大変心強い
です。これからの 5年がチャンスだと私も思
っています。茂木協会会長とタッグを組んで
進めていきますので、ぜひともよろしくお願
いします。

森田　武村議員は、いつ頃から政治家に
なりたいと思われたのですか？

武村　大学4年生の時、国会議員の政策
秘書の資格試験制度が始まりました。ちょう
ど細川政権で、政権交代が起こって政治
に興味を持ち、この試験を受けたのがきっ
かけです。そのまま議員会館で働き始めて、

と思ったのですか？
武村　28歳の時、私が付いていた議員が
落選してしまったのです。議員が落選する
と秘書も失職するんですよ。それで一度、
経済を本気で勉強しようと思って公認会計
士を目指しました。私が北海道の代議士に
付いていたのは、1994年から2000年で、金
融機関が相次いで破綻した時期です。北
海道拓殖銀行が破綻して北洋銀行が事業
を引き継ぐということがあり、公認会計士の
方々のお話を伺う機会が多くありました。経
済を学ぶなら公認会計士だと思って勉強を
始め、31歳で合格して新日本監査法人に
入所しました。
手塚　そこで、茂木協会会長と秋山幹事
長にしごかれたんですね（笑）。
秋山　しごいてないですよ。一緒にテニス
をしていましたよね（笑）。
武村　はい、同じチームでですね（笑）。政
府系金融機関にも行かせていただきました
し、独立行政法人など公会計の分野も見さ
せていただきました。本当に良い経験をさ
せていただいて、その頃の知識が今とても
役立っています。永田町や霞が関は、法律
系の人が中心なんですよね。企業の中身を
経営の視点で知っているのは、大きなアド
バンテージだと感じています。
秋山　監査法人から国政に戻るのは決め
ていたのですか？　ある時、突然、休職し
て選挙に出ると聞いたときは驚きました。
武村　当時、自民党は野党で、候補者を
公募していたのです。まさか自分が候補者
になれるとは思っていなかったので、応募し
たことを監査法人の上司にも言っていませ

んでした。それが公募に受かったので、急
に辞めることになってしまいました。
茂木　出張先から滋賀へ帰ることが増え
て、おかしいなと思っていたんですよ（笑）。
武村　大変ご迷惑をおかけしました。それ
で参議院選挙に立候補させていただいた
んですけど落選しまして、ただ一回落選し
たからといって諦めがつかず、次の衆議院
選で私の住んでいる選挙区が空きましたの
で、そこで出馬させていただいた次第です。
それから議員を始めて10年が経ちました。

西木　10年間で特に印象に残っていること
はありますか？
武村　日本は地方分権と言いつつも、国会
や霞が関での仕事が多いです。やはり役割
分担ですから、環境や消費者
問題、それから公認会計士とい
うことで決算行政監視委員会
の理事をずっと担当していま
す。テレビで予算委員会はよく
取り上げられますが、決算委員
会はほとんど映らないですよ
ね。実際、衆議院は決算を重視
していません。参議院は重視し
ているんですよ。毎年、必ず決
算委員会で議決をしています
から。
　衆議院は 3 年～4 年分溜め
ており、まさに決算の軽視です。
しかも、審議の結果としての意
見表明に該当する「決議」につ

いて、「会計検査院の指摘事項を除いて是
認する」という、言わば「限定付適正意見」
を表明しており、理論的におかしいといった
問題もあります。
　一方、参議院は毎年、きっちり議決をする
し、範囲の限定も昭和 44 年に修正してい
ます。私は衆議院の決算行政監視委員会
の理事会で、衆議院もそうするべきだと提
案したのですが、「今のままで何がいけない
んだ、どうでもいいことを言うな」、そんな扱
いです。
茂木　しかし、決算委員会で何年も溜めて
いるというのは驚きですね。
西木　決算が予算に活かされていないの
ですね。公認会計士としては、実態を把握
しないで予算を立てるのは違和感がありま
す。
手塚　企業であれば事業規模に関わら

ず、1年に1度必ず決算を行います。議員
の方々にもアカウンタビリティの精神を強化
してもらったらいいんじゃないでしょうか。そ
うすると変わってくるかもしれないですよ。ほ
かに決算に問題意識を持っている議員の
方はいらっしゃいますか？
武村　以前は、石原慎太郎先生が本会議
や予算委員会で、日本の公会計制度はダメ
だとよく言っておられました。
手塚　石原都知事時代に東京都は公会
計が導入されて、財政の健全化が進みまし
たね。予算と決算の違いを分析して次の予
算に活かすということを、武村議員にぜひ
進めていただきたいです。

山田　監査法人時代に日本政策金融公庫
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20代はずっと永田町で過ごしていました。
森田　どのような志をお持ちだったのです
か？
武村　今でも変わりませんが、「本当の弱
者を助ける政治がしたい」ということです。

弱者を助けるためには、自立した社会でな
くてはいけませんから、頑張った人が報わ
れる環境を作っていきたいと思っていまし
た。
森田　そこからなぜ、公認会計士になろう

決算委員会に対する
問題意識

腹をくくって進めましょう
会社法と金商法の一元化

武村展英ゲスト： 農林水産副大臣
 衆議院議員

農林水産副大臣を
希望した理由



「たじま要を囲む公認会計士の会」
第6回総会を開催

「公認会計士豊水会」を開催 「公認会計士による若林けんた後援会」
通常総会を開催

2023年10月27日2023年10月24日

「古賀 篤を囲む公認会計士の会」
通常総会を開催

矢倉克夫
参議院議員と
意見交換

の監査をされて、農林水産業に関心をお持
ちとのことですが、農林水産副大臣になら
れて、どのような課題をお持ちですか。
武村　今回、第一希望で農林水産副大臣
を出しました。なぜなら、いま農業は一番の
転換点にあるからです。法律面で言えば
『食料・農業・農村基本法』の改正が今
国会であります。それから食料安全保障確
保やスマート農業推進に関する法律も出さ
れます。食料・農業・農村基本法は四半
世紀ぶりに初めて改定されるので、この大
事な時期を担いたいと思いました。
　私が基本法にきっちり盛り込まなければ
いけないと考えているのは、「適正な価格で
取引される」という環境整備を行うことで
す。資材価格や飼料価格が急激に上がっ
ているのに、それを生産物の価格に反映
することができていません。これをなんとか
しないと、農業は持たないんじゃないかと思
っています。
　これは農業だけではなく、全ての産業に
言えることですよね。ただ日本が特殊なの
は、30年間デフレだったということです。だ
から30年間、物の値段も上がらないから、
元請けと下請けで価格交渉をしてこなかっ
たのではないかと思うんですね。だから、根
拠を持って価格交渉をする、原価計算もき
っちりやる、そういう癖がついてないのだと

思います。中小企業庁から「価格交渉ハン
ドブック（初級編）」を出していますが、価格
交渉は力関係もあって難しいので、公正な
競争、適正な価格をつけることができる環
境を作っていきたいと思っています。

土井　公認会計士業界に期待することは
何ですか。
武村　この20 年間、日本公認会計士協会
は不正を発見する姿勢を強化するために、
自分たちの能力を上げ、経験値を上げる努
力をしてきたと思います。ただ私が思うの
は、そもそも不正は経営者に責任があるの
ですから、その責任を重くしていかないとあ
まりに不均衡です。経営者が不正をした場
合は、内部統制が無効化しますから、経営
者自身の意識を高めないと実効性は上が
っていきません。アメリカの上場企業のよう
に経営者に宣誓書を書いてもらうことによっ
て、経営者の責任を追及できるようにするこ
とがまず必要だと思います。
　もう一つは「総会前の有報開示」と「開示
の一元化」です。総会前に有報開示をする
ことで、株主総会での議論は実質的なもの
になっていきます。企業は反対するでしょう
が、そろそろ結論を出す時ではないでしょう

か。会社法と金商法の2つの体系があるこ
とで、会社さんにも会計監査人の側にもす
ごく煩雑なことを強いる結果になっていま
す。ちゃんと会社にも経済界にも説明して、
正面から議論して一緒に進めようと結論を
出した方がいいです。
　この二つは、なかなか皆が合意しません
から、日本公認会計士協会としては大変だ
と思います。しかし日本の未来のために、信
頼性や効率性を高めようという制度づくりで
すから、いま皆が合意できないことでもやっ

ていかなくてはいけないと思います。国会
議員の後援会をたくさん作っていただいて
いますが、私はこのためにあるのではない
かと思うんですよ。日本公認会計士協会と
日本公認会計士政治連盟と政治とで、腹を
くくって一緒に進めていきましょう。
手塚　ありがとうございます。大変心強い
です。これからの 5年がチャンスだと私も思
っています。茂木協会会長とタッグを組んで
進めていきますので、ぜひともよろしくお願
いします。

2023年10月30日

2023年11月7日

2023年11月13日

森田　武村議員は、いつ頃から政治家に
なりたいと思われたのですか？

武村　大学4年生の時、国会議員の政策
秘書の資格試験制度が始まりました。ちょう
ど細川政権で、政権交代が起こって政治
に興味を持ち、この試験を受けたのがきっ
かけです。そのまま議員会館で働き始めて、

と思ったのですか？
武村　28歳の時、私が付いていた議員が
落選してしまったのです。議員が落選する
と秘書も失職するんですよ。それで一度、
経済を本気で勉強しようと思って公認会計
士を目指しました。私が北海道の代議士に
付いていたのは、1994年から2000年で、金
融機関が相次いで破綻した時期です。北
海道拓殖銀行が破綻して北洋銀行が事業
を引き継ぐということがあり、公認会計士の
方々のお話を伺う機会が多くありました。経
済を学ぶなら公認会計士だと思って勉強を
始め、31歳で合格して新日本監査法人に
入所しました。
手塚　そこで、茂木協会会長と秋山幹事
長にしごかれたんですね（笑）。
秋山　しごいてないですよ。一緒にテニス
をしていましたよね（笑）。
武村　はい、同じチームでですね（笑）。政
府系金融機関にも行かせていただきました
し、独立行政法人など公会計の分野も見さ
せていただきました。本当に良い経験をさ
せていただいて、その頃の知識が今とても
役立っています。永田町や霞が関は、法律
系の人が中心なんですよね。企業の中身を
経営の視点で知っているのは、大きなアド
バンテージだと感じています。
秋山　監査法人から国政に戻るのは決め
ていたのですか？　ある時、突然、休職し
て選挙に出ると聞いたときは驚きました。
武村　当時、自民党は野党で、候補者を
公募していたのです。まさか自分が候補者
になれるとは思っていなかったので、応募し
たことを監査法人の上司にも言っていませ

んでした。それが公募に受かったので、急
に辞めることになってしまいました。
茂木　出張先から滋賀へ帰ることが増え
て、おかしいなと思っていたんですよ（笑）。
武村　大変ご迷惑をおかけしました。それ
で参議院選挙に立候補させていただいた
んですけど落選しまして、ただ一回落選し
たからといって諦めがつかず、次の衆議院
選で私の住んでいる選挙区が空きましたの
で、そこで出馬させていただいた次第です。
それから議員を始めて10年が経ちました。

西木　10年間で特に印象に残っていること
はありますか？
武村　日本は地方分権と言いつつも、国会
や霞が関での仕事が多いです。やはり役割
分担ですから、環境や消費者
問題、それから公認会計士とい
うことで決算行政監視委員会
の理事をずっと担当していま
す。テレビで予算委員会はよく
取り上げられますが、決算委員
会はほとんど映らないですよ
ね。実際、衆議院は決算を重視
していません。参議院は重視し
ているんですよ。毎年、必ず決
算委員会で議決をしています
から。
　衆議院は 3 年～4 年分溜め
ており、まさに決算の軽視です。
しかも、審議の結果としての意
見表明に該当する「決議」につ

いて、「会計検査院の指摘事項を除いて是
認する」という、言わば「限定付適正意見」
を表明しており、理論的におかしいといった
問題もあります。
　一方、参議院は毎年、きっちり議決をする
し、範囲の限定も昭和 44 年に修正してい
ます。私は衆議院の決算行政監視委員会
の理事会で、衆議院もそうするべきだと提
案したのですが、「今のままで何がいけない
んだ、どうでもいいことを言うな」、そんな扱
いです。
茂木　しかし、決算委員会で何年も溜めて
いるというのは驚きですね。
西木　決算が予算に活かされていないの
ですね。公認会計士としては、実態を把握
しないで予算を立てるのは違和感がありま
す。
手塚　企業であれば事業規模に関わら

ず、1年に1度必ず決算を行います。議員
の方々にもアカウンタビリティの精神を強化
してもらったらいいんじゃないでしょうか。そ
うすると変わってくるかもしれないですよ。ほ
かに決算に問題意識を持っている議員の
方はいらっしゃいますか？
武村　以前は、石原慎太郎先生が本会議
や予算委員会で、日本の公会計制度はダメ
だとよく言っておられました。
手塚　石原都知事時代に東京都は公会
計が導入されて、財政の健全化が進みまし
たね。予算と決算の違いを分析して次の予
算に活かすということを、武村議員にぜひ
進めていただきたいです。

山田　監査法人時代に日本政策金融公庫

昭和47年滋賀県草津市生まれ。慶應義塾大学商学部卒（計量経済学専攻）。
国家公務員採用Ⅰ種（経済職）合格。大学在学中から政策秘書を務め、平成
15年、公認会計士第二次試験合格。新日本有限責任監査法人入所。平成
24年、第46回衆議院総選挙で初当選。現在4期目、農林水産副大臣。好
きな言葉／ペンは剣よりも強し、念ずれば通ず、Justice For Fairness
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20代はずっと永田町で過ごしていました。
森田　どのような志をお持ちだったのです
か？
武村　今でも変わりませんが、「本当の弱
者を助ける政治がしたい」ということです。

弱者を助けるためには、自立した社会でな
くてはいけませんから、頑張った人が報わ
れる環境を作っていきたいと思っていまし
た。
森田　そこからなぜ、公認会計士になろう

　10月24日（火）、「たじま要を囲む公認
会計士の会」第 6回総会が 5年ぶりに、千
葉会にて開催された。
　本部手塚正彦会長、囲む会岡田敏男
会長より、挨拶、活動報告等議事の後、た
じま要議員から、国政報告があった。国政
報告会の中で、現在の日本のおかれてい
る現状について、デジタル、環境問題、エネ

ルギ－等の問題で、日本が、世界基準か
ら、大幅に遅れていることを憂えており、こ
のまま自民党に任せていいのか、立憲民
主党の考えも聞いて欲しいというお話が
あった。
　場所を移して、懇親会では、参加した会
員 11名とたじま議員との交流ができ、貴重
な意見交換がなされた。　

古賀 篤 衆議院議員田嶋 要 衆議院議員

矢倉克夫 参議院議員

若林健太 衆議院議員衛藤征士郎 衆議院議員

協会とともに進めたい
法改正


